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歌詞には「夫婦石」や「せんまや夜市」
など千厩をＰＲする観光資源や恒例
イベントが数多く出てくる。
　レコーディングは３月 29 日、及川
さんが経営する同町奥玉の「角蔵ホー
ル」で行われ、ボーカルとリズムギ
ターを長見さんが、リードギターをギ
ターパンダの愛称で知られる山川の
りをさん（千葉県野田市）が、ドラム
スをファッツの愛称で知られる岡地
曙
あきひろ

裕さん（福島市）が担当。千厩小の
児童９人がコーラスで盛り上げた。
　実は、震災前から作詞・作曲の依
頼を受けていた長見さん。「震災が
あって完成まで１年以上かかった。千
厩は数年前から訪れている私の大好
きなまち。千厩の人たちの元気やまち

　このほど千厩町のご当地ソング「千
厩太郎」が誕生した。歌詞には千厩の
観光名所やイベントなどが盛り込ま
れ、曲はビートの利いたロック調に仕
上がっている。
　レコーディングには、地元千厩小の
児童９人も協力。一関市千厩町を内
外に発信する曲として期待が寄せら
れている。
　地域をＰＲするご当地ソングは、主
に歌謡曲、ポピュラーソング、演歌や
民謡などのジャンルで、タイトルや歌
詞に地名、風習、文化などが取り入れ
られた地方色や郷愁を前面に打ち出
した楽曲。県内では、盛岡市の「盛岡
ブルース」（歌：青江美奈）、「緑の町
に舞い降りて -Ode of Morioka」（歌：
松任谷由実）、北上市の「北上夜曲」

（歌：ダークダックス）などが有名だ。
　企画したのは、これまで数多くの音
楽をプロデュースしてきた同町奥玉
の自営業及川一郎さん（54）。「マダム
ギター」の愛称で知られる長見順さ
ん（福島市）に作詞・作曲を依頼した。
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千厩を発信するご当地ソング誕生

1）レコーディングに
参加した千厩小の
児童たち／2）ご当
地ソングの制作を企
画した及川一郎さ

ん／3）コーラスで参
加、「出来上がりが楽
しみ」と語る千厩小
６年熊谷真美さん
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千厩・角蔵ホールで「千厩太郎」を収録 P ick_Up 1

4）角蔵ホールの収録風景
／5）千厩太郎を作詞作
曲した長見順さん。レコー

ディングではボーカルとギ

ターを担当／6）リードギ

ターの山川のりをさん／7）
ドラムスの岡地曙裕さん

65

の明るい雰囲気を表現したかった。地
域の活性化や震災復興に役立てばう
れしい」と思いを語る。
　コーラスで参加した千厩小６年の
熊谷真美さんは「初めてのレコーディ
ングで緊張した。千厩のいいところを
紹介する歌で出来上がりが楽しみ。恥
ずかしいけど街中で流れたらうれし
い」とにっこり。
　ＣＤは４月中に完成する予定。販売
するかどうかは未定だが、6 月9日の
せんまや夜市でお披露目ライブをす
る計画だ。及川さんは「千厩の観光ス
ポットである夫婦石とせんまや夜市
を題材に作ったこの曲は千厩の魅力
が詰まっている。皆さんに口ずさんで
もらいたい」と話している。
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海
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香
邨
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教
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と
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を
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け
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「
書
は
、
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こ
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ば
書
け
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の
で
は
な
い
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作
品
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構

築
し
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か
ら
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通
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で
き
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行
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誤
す
る
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が
あ
る
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と
書

道
の
魅
力
を
話
す
香
邨
さ
ん
。

現
在
は
、
年
間
10
も
の
展
示
会

に
出
展
。「
書
は
奥
が
深
い
か
ら

飽
き
な
い
」
と
、
筆
を
執
り
続
け

る
。 1935年北上市生ま

れ。大学卒業後、企業

勤めを経て、一関工

業高校電子科の教

諭に転進。65年墨心

会主宰の梅津鳴上氏

に師事。現日会同人。

安芸（あき）全国書

展、東京書作展の審

査会員を務める。市

内真柴在住。75歳

PROFILE

多田香邨（良吾）

書道家

多田香邨さん

奥深い書の歓楽
筆技で描写し、美を追う

1_中国の詩人・杜甫

の詩「登高」を江戸時

代の書家・良寛風に

仕上げた。文字の自

然な動きと筆触を追

い求めた作品だ／2_

トップウェルネス（地

主町）の書道教室で

指導を行う／3_思い

描いた書を描写する

ため筆を執る
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